
ローマ字 あいうえお 

解答と 解説 

れんしゅう（１） 

(1) usi  (2) wani  (3) buta  (4) kazaguruma  (5) sakura  (6) itigo  (7) piza 
(8) hune  (9) bara  (10) hituzi  (11) tamanegi  (12) katatumuri  (13) enogu 
(14) mitubati  (15) nasu  (16) suzume  (17) tako  (18) yukidaruma 

ふつうの音 だけで できている ことばです。ラテン文字に なれるまでは 文字の 書きかたに 気をつけて 

ください。文字の おおきさや 間隔が そろっているか，縦方向に ずれていないか，などが ポイントです。 

 

れんしゅう（２） 

(1) mikan  (2) onsen  (3) kenka  (4) suimin  (5) purezento 
(6) kureyon  (7) ninzin  (8) pan’ya  (9) ringo  (10) yukionna 
(11) ozisan  (12) saboten  (13) kin’en  (14) wain  (15) remon 
(16) obasan  (17) kanzume  (18) zonbi 

撥音（はつおん；はねる音）の はいっている ことばです。訓令式では かならず n です。ただし，
つぎに a, i, u, e, o, yが くる ときは n’ に します。 

「かんづめ」の「づ」に 注意。外来語も 日本語ですから ローマ字の ルールで 書きます。 

 

れんしゅう（３） 

(1) kasyu  (2) kabotya  (3) kyabetu  (4) syuzyutu  (5) otya   (6) mazyo 
(7) ninzya  (8) dokusyo  (9) tyokin  (10) syabondama  (11) syukudai 
(12) densya  (13) ningyo  (14) konnyaku  (15) kyanpu  (16) akatyan 
(17) senkyo  (18) zyamu 

拗音（ようおん；ねじれる音）の 入っている ことばです。訓令式では -ya, -yu, -yo の 形に な
ります。 

「ジャム」は ひっかけ問題です。英語の 知識が ある 場合は 外来語に 注意。 

 

れんしゅう（４） 

(1) tyokorêto  (2) okâsan  (3) kyôryû  (4) bîru   (5) ozîsan   (6) kôzyô 
(7) kânêsyon  (8) otôto  (9) byôin  (10) imôto  (11) otôsan   (12) obâsan 
(13) onîsan  (14) taihû   (15) sin’yû  (16) sityû  (17) zyûdô   (18) onêsan 

⻑音（ちょうおん；のばす音）の はいっている ことばです。訓令式では -â, -î, -û, -ê, -ô の 形
に なります。 

よく ある まちがいは「おかあさん」「おとうさん」を okaasan, otousan と 書いて しまう パ
ターンです。この まちがいが おこるのは，「ローマ字は 振り仮名（読み仮名）を アルファベット
に おきかえた もの」と 勘ちがい して，「かあ」「とう」を kaa, tou と 書くからです。 



ローマ字 あいうえお 

ローマ字は ことばの 読みかた（発音）を アルファベットで 書く ものです。ローマ字は 漢字と
も 仮名文字とも 関係 ありません。ローマ字を 書く ときは，まず 読みかたを かんがえて，それ
を アルファベットで 書く ように すると まちがいません。 

はじめに ことばの 読みかたを カタカナで 書いてみると わかりやすく なります。たとえば，ま
ず「オカーサン」「オトーサン」と 書いて，それから これを アルファベットで かきなおします。 

イ段の ⻑音（イー，キー，シー，チーなど）は -î ですが，-ii に する ことも あります。どちら
でも かまわないのですが，教科書や 先生の 書きかたに あわせて ください。（お兄さん：oniisan, 
onîsan）。i に ^ が つくと i の 点が なくなる ことにも 気を つけて ください。ただし，手書
きの ときに 点を 書く 人も いるので，これも 教科書や 先生に あわせて ください。 

オ段の ⻑音（オー，コー，ソー，トーなど）は -ô です。仮名文字では いろいろな つづりに な
りますが，ローマ字は おなじ つづりです。たとえば，「おおきい」「おうさま」「オーロラ」の よう
に おなじ「オー」の 発音が，仮名文字では「おお」「おう」「オー」と いろいろに 書かれますが，
ローマ字は すべて ô です。ローマ字は 読みかたを 書く ものだからです。  

 

れんしゅう（５） 

(1) enikki  (2) bikkuribako  (3) beddo  (4) sakkâ  (5) tyûrippu 
(6) painappuru  (7) robotto  (8) gakkô  (9) a’  (10) kappa  (11) kukkî 
(12) sippu  (13) kitte  (14) oo’  (15) mâgaretto  (16) kekkonsiki 
(17) pakku  (18) gassyô 

促音（そくおん；つまる音）の はいっている ことばです。訓令式では つぎの 子音字を かさね
ます。促音が ことばの 末尾に ある 場合は つぎの 音が ありませんから，このときは ’ を 書き
ます。これは 学校で おしえませんが，おぼえておくと いいでしょう。 

 

れんしゅう（６） 

(1) Nippon   (2) Huransu  (3) Kankoku  (4) Hokkaidô  (5) Tôhoku  (6) Kyûsyû 
(7) Yamada Hanako  (8) Hanako San  (9) Hanatyan  (10) Poti  (11) 100-ten 
(12) 500 En  (13) 1-pon, 2-hon, 3-bon  (14) 1-piki, 2-hiki, 3-biki 
(15) Itirô, Zirô, Saburô  (16) gogo 3-zi 15-hun  (17) 2017 nen 3 gatu 28 niti 

固有名詞と 算用数字の はいった ことばです。固有名詞は 先頭を 大文字に します。姓と 名は 

きりはなします。姓と 名を – で つなぐ 書きかたも あります。どちらが 姓か わかる ように 姓
を すべて 大文字に する ことも あります。姓と 名の 順番は 逆に しません。「さん」「ちゃん」
などは きりはなします。ニックネームは 全体が ひとつの ことばなので くっつけて 書きます。 

数字の はいった ことばは 数字の 部分と – で つなぎます。きりはなしても かまいません。数
値に よって 助数詞の 読みかたが かわる ことも あります（本，匹，杯，発など）。名前に 数字が 

はいっていても それは 名前の 一部なので 算用数字では 書きません。「円」は Enです。Yenで
はありません。 


